
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】挿入時及び抜去時における操作が容易で、また

閉塞能も向上し、薬液や血液等の飛び跳ねを防止するニ

ードルレス混注管用割弁を提供する。

【解決手段】ニードルレス混注管用割弁８０は、円板状

からなり、その上部又は上面部８１には、同心円状に円

形凹部７を有し、またその下部又は下面部８２には、同

心円状に凹曲面部１２を有し、更に該割弁８０の側壁の

円周上には、その上端及び下端にリブ９、９をそれぞれ

設けることにより側壁凹部１０が円周面に形成される。

このような形状を有する割弁の中心には、閉塞孔１１を

有しており、この閉塞孔１１は、割弁８０の円形凹部７

に上面から中心を通る切込部及び下面から中心を通る切

込部を形成し、これらが互いに十文字に形成された閉塞

孔を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 面 に 同 心 円 状 に 凹 部 及 び 下 面 に 同 心 円 状 に 凹 曲 面 を 有 し 、 更 に 側 壁 の 上 端 及 び 下 端 の 円
周 上 に そ れ ぞ れ リ ブ を 有 す る 円 板 状 割 弁 に お い て 、 該 割 弁 の 凹 部 に 上 面 か ら 中 心 を 通 る 切
込 部 及 び 下 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 を 十 文 字 に 形 成 し た 閉 塞 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
切 込 部 は 、 上 面 か ら の 切 込 部 又 は 下 面 か ら の 切 込 部 の い ず れ か に 円 形 切 込 部 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 に 関 し 、 更 に 詳 し く は ニ
ー ド ル レ ス 注 射 器 の 先 端 テ ー パ 部 の 挿 入 並 び に 抜 去 が 容 易 に な る と 共 に 割 弁 の 閉 塞 能 も 向
上 し 、 抜 去 時 の 薬 液 や 血 液 等 の 飛 び 跳 ね を 防 止 し 得 る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 に 関 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 、 混 注 管 は 分 岐 管 を 有 し 、 該 分 岐 管 の 開 口 部 に ゴ ム 部 材 を 密 栓 し 、 こ
の ゴ ム 部 材 に 穿 刺 針 を 突 き 刺 し て シ リ ン ジ 等 と 接 続 し 、 薬 液 等 を 注 入 す る ご と く 使 用 さ れ
て い る 。 こ の よ う な 混 注 管 は 、 図 ６ に 示 さ れ る 如 き 態 様 で 用 い ら れ て い る 。 図 ６ に お い て
、 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 は 、 開 口 端 ３ ａ ， ３ ｂ を 有 す る 本 管 ２ と 側 管 ４ と が Ｔ 字 形 を 有 す る
混 注 管 １ か ら な り 、 こ の 側 管 ４ に 蓋 ５ を 有 し 、 こ の 側 管 ４ 内 に は 、 弾 性 部 材 ８ が 充 填 さ れ
て い る 。 こ の 弾 性 部 材 ８ の 中 心 部 に は 閉 塞 孔 、 例 え ば 直 線 状 切 り 込 み 等 が 設 け ら れ て お り
、 前 述 の 穿 刺 針 と 同 様 に ニ ー ド ル レ ス 注 射 器 の 先 端 テ ー パ 部 が 挿 入 さ れ 、 薬 液 や 血 液 等 を
注 入 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し な が ら 、 前 述 の ご と き 直 線 状 切 り 込 み か ら な る 閉
塞 孔 の 場 合 、 ニ ー ド ル レ ス 注 射 器 等 の 先 端 テ ー パ 部 を 割 弁 に 差 し 込 む と き 、 穿 刺 針 と 比 較
し て 口 径 部 が か な り 太 い た め 、 挿 入 時 や 抜 去 の 際 、 本 体 の 反 撥 力 が 大 き い た め 、 血 液 ま た
は 薬 液 等 の 飛 び 散 り の 原 因 と な る 。 更 に 差 し 込 み 等 で 反 撥 抵 抗 が 強 け れ ば 差 し 込 み 抵 抗 が
増 大 し 差 し 込 み 難 く な っ た り 、 無 理 に 差 し 込 ん だ り す る と 、 割 弁 の 装 着 固 定 が 歪 み 、 こ の
歪 み に よ っ て そ の 隙 間 か ら 血 液 や 薬 液 等 の 漏 れ が 生 じ 易 く な っ た り 、 最 悪 の 場 合 に は 固 定
ケ ー ス か ら 脱 落 す る こ と も 懸 念 さ れ る 。 即 ち 、 穿 刺 抵 抗 が 大 き く 容 易 に 挿 入 す る こ と が 困
難 で あ る ば か り で な く 、 挿 入 時 の 閉 塞 孔 の 開 口 に よ り 薬 液 や 血 液 等 の 液 漏 れ や 抜 去 時 の 飛
び 跳 ね が 起 こ る と い う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 本 発 明 者 等 は 、 こ の 点 に つ い て 更 に 詳 細 に
検 討 し た と こ ろ 、 弾 性 部 材 の 外 周 面 に 凹 部 を 形 成 す る こ と に よ り 先 端 テ ー パ 部 の 挿 入 時 に
起 こ る 抵 抗 を 拡 散 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 薬 液 や 血 液 等 の 飛 び 跳 ね を 防 止 す る こ と が で
き る よ う に な っ た 。 ま た 外 周 面 に 凹 部 を 形 成 す る と 共 に 、 閉 塞 孔 と し て 表 面 部 及 び 裏 面 部
と か ら 十 文 字 に 切 込 部 を 設 け る こ と に よ り 、 穿 刺 抵 抗 を 軽 減 し 、 か つ 挿 入 時 及 び 抜 去 時 に
お け る 操 作 を 容 易 に す る こ と が で き 、 ま た 閉 塞 能 も 向 上 し 、 薬 液 や 血 液 等 の 飛 び 跳 ね を 防
止 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 し た が っ て 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 挿 入
時 及 び 抜 去 時 に お け る 操 作 を 容 易 に す る こ と が で き 、 ま た 閉 塞 能 も 向 上 し 、 薬 液 や 血 液 等
の 飛 び 跳 ね を 防 止 す る こ と が で き る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 本 発 明 の 課 題 は 、 第 １ 項 に 記 載 の 発 明 は 、 上 面 に 同 心
円 状 に 凹 部 及 び 下 面 に 同 心 円 状 に 凹 曲 面 を 有 し 、 更 に 側 壁 の 上 端 及 び 下 端 の 円 周 上 に そ れ
ぞ れ リ ブ を 有 す る 円 板 状 割 弁 に お い て 、 該 割 弁 の 凹 部 に 上 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 及 び 下
面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 を 十 文 字 に 形 成 し た 閉 塞 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ニ ー ド ル レ
ス 混 注 管 用 割 弁 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 ま た 第 ２ 項 の 発 明 は 、 前 記 第 １ 項 に 記 載 の ニ ー ド ル
レ ス 混 注 管 用 割 弁 に お い て 、 切 込 部 は 、 上 面 か ら の 切 込 部 又 は 下 面 か ら の 切 込 部 の い ず れ
か に 円 形 切 込 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 に よ っ て 達 成 さ れ る
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。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 本 発 明 の 第 １ 項 に 記 載 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 は 、 上 面 に 同 心
円 状 に 凹 部 及 び 下 面 に 同 心 円 状 に 凹 曲 面 を 有 し 、 更 に 側 壁 の 上 端 及 び 下 端 の 円 周 上 に そ れ
ぞ れ リ ブ を 有 す る 円 板 状 割 弁 に お い て 、 該 割 弁 の 凹 部 に 上 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 及 び 下
面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 を 十 文 字 に 形 成 し た 閉 塞 孔 を 有 す る こ と に よ り 、 穿 刺 抵 抗 を 軽 減
し 、 か つ 挿 入 時 及 び 抜 去 時 に お け る 操 作 を 容 易 に す る こ と が で き 、 ま た 閉 塞 能 も 向 上 し 、
薬 液 や 血 液 等 の 飛 び 跳 ね を 防 止 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
ま た 本 発 明 の 第 ２ 項 に 記 載 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 は 、 切 込 部 は 、 上 面 か ら の 切 込 部
又 は 下 面 か ら の 切 込 部 の い ず れ か に 円 形 切 込 部 を 有 す る こ と に よ り 一 層 好 ま し い 前 記 第 １
項 に 記 載 さ れ た 発 明 の 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 で 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 例 に よ っ て 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 図 １ は 、 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図
２ は 、 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 を 示 す 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ り 、 図 ２ の ａ は 、
そ の 平 面 図 で あ る 。 ま た 図 ２ の ｂ は 、 そ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ の ａ 又 は 図 ２ の ｂ
に お い て 、 斜 線 部 は 、 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 の 一 部 を 欠 如 し た 断 面 を 示 す た
め の も の で あ り 、 こ の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 ８ は 、 円 板 状 か ら な り 、 そ の 上 部 又 は 上
面 部 ８ １ に は 、 同 心 円 状 に 円 形 凹 部 ７ を 有 し 、 ま た そ の 下 部 又 は 下 面 部 ８ ２ に は 、 同 心 円
状 に 凹 曲 面 部 １ ２ を 有 し 、 更 に 該 割 弁 ８ ０ の 側 壁 の 円 周 上 に は 、 そ の 上 端 及 び 下 端 に リ ブ
９ 、 ９ を そ れ ぞ れ 設 け る こ と に よ り 側 壁 凹 部 １ ０ が 円 周 面 に 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 形 状
を 有 す る 割 弁 の 中 心 に は 、 閉 塞 孔 １ １ を 有 し て お り 、 こ の 閉 塞 孔 １ １ は 、 割 弁 ８ ０ の 円 形
凹 部 ７ に 上 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 １ １ ａ 及 び 下 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 １ １ ｂ を 形 成 し
、 こ れ ら が 互 い に 十 文 字 に 形 成 さ れ た 閉 塞 孔 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 の 別 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て
、 閉 塞 孔 の 切 込 部 １ １ は 、 上 面 部 ８ １ か ら の 切 込 １ １ ｃ と 下 面 部 ８ ２ か ら の 円 形 切 込 部 （
又 は 円 筒 状 切 込 部 ） １ １ ｄ と か ら な る 。 円 形 切 込 部 １ １ ｄ は 、 凹 曲 面 １ ２ 側 か ら 設 け ら れ
、 こ の 円 形 切 込 部 １ １ ｄ の 高 さ は 適 宜 決 め ら れ る も の で あ る が 、 好 ま し く は 厚 み を １ と し
た 場 合 、 ０ ． ６ ～ ０ ． ８ の 高 さ が よ い 。 ま た こ の 閉 塞 孔 の 円 形 切 込 部 １ １ ｄ は 円 形 凹 部 ７
側 か ら 設 け て も よ い 。 本 発 明 に 用 い ら れ る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 ８ ０ の 材 質 と し て は
、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 天 然 ゴ ム （ 例 え ば 純 化 天 然 ゴ ム ） 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 軟 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ
ル 、 ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン 共 重 合 体 、 ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン 系
共 重 合 体 等 が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し く は シ リ コ ー ン ゴ ム 、 純 化 天 然 ゴ ム 又 は ポ リ イ ソ プ レ ン
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ こ で 、 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 ８ ０ を 図 ５ に 示 さ れ て る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管
に 使 用 さ れ て い る 弾 性 部 材 ８ に 代 え て 本 発 明 に 係 る 割 弁 ８ ０ を 使 用 し た 場 合 に つ い て 説 明
す る 。 図 ４ で は 、 本 発 明 の 割 弁 を 使 用 し た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ に お
い て 、 側 管 ４ に は 、 上 部 開 口 部 に 蓋 ５ が 設 け ら れ て お り 、 蓋 爪 部 ５ ａ が つ ま み を 構 成 し 、
後 部 に は 蓋 ５ と 側 管 ４ と を 蝶 番 ５ ｂ で 開 閉 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 つ ま み を 摘 ん で 開
閉 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 図 ５ は 、 図 ４ に 示 さ れ る ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 に お い て 、 蓋
５ を 省 略 し た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 に 割 弁 を 使 用 し た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 の 断 面 図 で あ る 。
ま た 図 ５ に お い て 、 円 内 の Ｂ は 、 円 Ａ を 拡 大 し た 図 で あ る 。 図 ５ に 示 さ れ る ニ ー ド ル レ ス
混 注 管 １ は 、 本 管 ２ と 側 管 ４ と で Ｔ 字 型 に 形 成 さ れ て お り 、 本 管 ２ に は 、 開 口 部 ３ ａ 及 び
３ ｂ を 有 す る 。 ま た 、 こ の 側 管 ４ と 本 管 ２ は 連 通 し て お り 、 更 に 側 管 ４ に は 、 ニ ー ド ル レ
ス 混 注 管 用 割 弁 ８ ０ を 内 蔵 す る も の で あ る 。 こ の 割 弁 ８ ０ は 、 側 管 ４ の 内 径 に 一 致 し て 形
成 さ れ て お り 、 基 本 的 に は 円 板 状 で あ り 側 管 ４ の 内 壁 に 上 下 に 設 け ら れ て い る リ ブ ９ 、 ９
に よ り 側 管 ４ の 内 壁 に 密 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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こ の よ う に 側 管 ４ に 設 置 さ れ 内 蔵 さ れ て い る 割 弁 ８ ０ の 内 壁 の 円 周 部 に は 、 図 １ 乃 至 図 ２
に 示 さ れ て い る 如 き 円 形 凹 部 １ ０ が 側 壁 周 囲 に 形 成 さ れ 、 該 側 壁 の 上 端 及 び 下 端 は リ ブ ９
、 ９ が 形 成 さ れ る 。 こ の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 １ は 、 使 用 に 際 し つ ま み ５ ａ を 摘 ん で 蓋 ５ を
開 け 、 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 の 先 端 テ ー パ 部 を ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 ８ ０ の 中 心 部 に 刺
し 込 ん で 薬 液 等 を 注 入 す る 。 こ の 円 形 凹 部 １ ０ に よ り 十 文 字 形 状 の 閉 塞 孔 １ １ に ニ ー ド ル
レ ス 注 射 器 の 先 端 テ ー パ 部 が 挿 入 さ れ る と 、 そ の 応 力 が 円 形 凹 部 １ ０ へ 歪 と し て 現 れ 、 割
弁 ８ ０ は 、 円 周 方 向 に 膨 ら む が 、 そ の 膨 ら む と き の 押 圧 は 円 形 凹 部 １ ０ に 吸 収 さ れ る の で
、 挿 入 時 の 拡 張 抵 抗 を 逃 が し ま た 抜 去 時 の 穿 刺 抵 抗 が 軽 減 さ れ る ば か り で な く 、 薬 液 や 血
液 の 飛 び 跳 ね 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。 即 ち リ ブ ９ 、 ９ と 連 動 す る 、 い わ ゆ る 拮 抗 作 用
に よ り 挿 入 な ら び に 抜 去 等 の 操 作 が 容 易 と な る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 ８ ０ は 、 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 に 内 蔵 さ れ て 該 混 注 管 と
共 に 用 い ら れ る が 、 こ の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 は 、 こ の 他 、 適 宜 の 用 途 に 使 用 さ れ 、 一 例 を
挙 げ れ ば 、 輸 液 ・ 輸 血 セ ッ ト 、 血 液 回 路 、 バ ッ グ 類 の 蓋 、 薬 液 ビ ン の 蓋 、 検 査 器 具 等 に 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 は 、 上 面 に 同 心 円 状 に 凹 部 及 び 下 面 に
同 心 円 状 に 凹 曲 面 を 有 し 、 更 に 側 壁 の 上 端 及 び 下 端 の 円 周 上 に そ れ ぞ れ リ ブ を 有 す る 円 板
状 割 弁 に お い て 、 該 割 弁 の 凹 部 に 上 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込 部 及 び 下 面 か ら 中 心 を 通 る 切 込
部 を 十 文 字 に 形 成 し た 閉 塞 孔 を 有 す る こ と に よ り 、 穿 刺 抵 抗 を 軽 減 し 、 か つ 挿 入 時 及 び 抜
去 時 に お け る 操 作 を 容 易 に す る こ と が で き 、 ま た 閉 塞 能 も 向 上 し 、 薬 液 や 血 液 等 の 飛 び 跳
ね を 防 止 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。 ま た 本 発 明 の 第 ２ 項 に
記 載 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 は 、 切 込 部 は 、 上 面 か ら の 切 込 部 又 は 下 面 か ら の 切 込 部
の い ず れ か に 円 形 切 込 部 を 有 す る こ と に よ り 一 層 好 ま し い 前 記 第 １ 項 に 記 載 さ れ た 発 明 の
効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 の そ れ ぞ れ 平 面 図 及 び 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁 の 別 の 例 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 混 注 管 （ ケ ー ス ） に 本 発 明 の 弾 性 部 材 が 内 蔵 さ れ た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 弾 性 部 材 が 内 蔵 さ れ た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 混 注 管 （ ケ ー ス ） に 従 来 の 弾 性 部 材 が 内 蔵 さ れ た ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 　 　 　 ９ 　 リ ブ
２ 　 本 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 側 壁 凹 部
３ 　 チ ュ ー ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 切 込 部 （ １ １ ａ と １ １ ｂ で 十 文 字 形 ）
３ ａ 、 ３ ｂ 　 本 管 開 口 部 　 　 　 １ １ ｃ 　 切 込 部
４ 　 側 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ ｄ 　 円 形 切 込 部 （ 円 筒 状 切 込 部 ）
５ 　 蓋 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 凹 曲 面 部
５ ａ 　 蓋 爪 部 （ つ ま み ） 　 　 　 １ ３ 　 ニ ー ド ル レ ス 注 射 器
５ ｂ 　 蓋 蝶 番 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 先 端 テ ー パ 部
６ 　 弾 性 部 材 の 抑 え キ ャ ッ プ
７ 　 円 形 凹 部
８ 　 弾 性 部 材
８ ０ 　 ニ ー ド ル レ ス 混 注 管 用 割 弁
８ １ 　 上 部 又 は 上 面 部
８ ２ 　 下 部 又 は 下 面 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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